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民
主
党
政
権
の
教
育
重
要
分
野
へ
の 

 
 

不
誠
実
な
対
応
に
厳
し
く
抗
議
す
る
決
議 

    

わ
が
党
は
、民
主
党
政
権
の
教
育
政
策
に
つ
い
て
、日
教
組
の
強
い
影
響
を
受
け
て
お
り
、

改
正
教
育
基
本
法
や
教
育
振
興
基
本
計
画
に
基
づ
く
教
育
再
生
へ
の
取
り
組
み
を
危
う
く
す
る

も
の
で
あ
る
と
し
て
、
強
く
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
き
た
。
民
主
党
政
権
が
成
功
例
と
し
て
挙
げ
る

高
校
授
業
料
無
償
化
に
つ
い
て
も
、
単
な
る
バ
ラ
マ
キ
に
留
ま
り
、
将
来
の
わ
が
国
を
担
う

主
権
者
を
育
て
る
と
い
う
、学
校
教
育
の
最
も
重
要
な
使
命
に
お
け
る
高
等
学
校
の
役
割
を
、

い
か
に
深
め
て
ゆ
く
か
に
つ
い
て
は
、
何
ら
の
理
念
も
持
ち
得
て
い
な
い
。 

  

以
下
に
示
す
、
最
近
の
三
点
の
事
例
は
、
民
主
党
政
権
に
お
け
る
教
育
政
策
の
問
題
点
と

不
誠
実
な
対
応
を
、
象
徴
的
に
示
す
も
の
で
あ
る
。 

  

一
．
私
学
災
害
復
旧
助
成
法
案 

  

「
私
学
災
害
復
旧
助
成
法
案
」
は
、
被
災
地
か
ら
の
切
実
な
要
望
を
受
け
て
、
校
舎
の
再
建
に

つ
い
て
、
公
立
学
校
と
同
様
の
補
助
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
私
立
学
校
が
安
心
し
て
復
旧
に

臨
め
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
る
も
の
で
あ
る
。 

  

本
法
案
は
、
通
常
国
会
に
お
い
て
参
議
院
で
先
議
さ
れ
、
全
て
の
野
党
の
賛
成
に
よ
り
、

本
会
議
で
可
決
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
を
受
け
て
、
民
主
党
も
国
会
対
策
委
員
長
名
に
よ
り
、

「
私
学
災
害
復
旧
助
成
法
案
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
に
付
託
し
た
上
で
継
続
審
議
と
し
て

取
り
扱
い
、
今
後
与
野
党
で
協
議
し
成
案
を
得
る
よ
う
努
力
す
る
」、「
自
民
党
か
ら
の
要
望
を

尊
重
し
、
努
力
い
た
し
ま
す
」
と
の
確
認
書
を
示
し
た
。 

  

し
か
し
、
わ
が
党
が
第
三
次
補
正
予
算
案
に
対
し
て
所
要
の
経
費
を
求
め
た
事
に
対
し
、

民
主
党
か
ら
は
、「
私
立
学
校
災
害
復
旧
の
補
助
率
の
嵩
上
げ
は
、
過
去
の
災
害
の
取
扱
い
や

他
の
施
設
の
取
扱
い
と
の
公
平
性
等
の
観
点
か
ら
措
置
困
難
」
と
の
、
極
め
て
不
誠
実
な

回
答
が
あ
り
、
確
認
書
に
も
反
す
る
も
の
で
あ
る
。 
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与
野
党
協
議
に
つ
い
て
も
、
十
一
月
中
旬
に
一
回
、
開
催
さ
れ
た
の
み
で
あ
る
。
そ
の
後
の

わ
が
党
の
強
い
督
促
に
も
関
わ
ら
ず
、
民
主
党
か
ら
は
何
ら
の
再
協
議
の
動
き
が
な
い
ま
ま
に
、

本
日
の
会
期
末
を
迎
え
る
に
至
っ
た
。 

  

民
主
党
の
真
意
が
、
財
務
省
が
災
害
復
旧
の
特
例
の
前
例
を
作
り
た
く
な
い
と
し
て

「
私
学
災
害
復
旧
助
成
法
案
」
に
反
対
し
て
い
る
た
め
に
、
法
案
を
成
立
さ
せ
た
く
な
い
こ
と
は
、

第
三
次
補
正
予
算
案
に
対
す
る
わ
が
党
の
要
求
へ
の
回
答
な
ど
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
は
、
千
年
に
一
度
の
未
曾
有
の
災
害
で
あ
り
、
そ
の
復
旧
・
復
興
に
つ
い
て
は

前
例
に
と
ら
わ
れ
ず
、ま
さ
に
政
治
主
導
で
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。「
私
学
災
害
復
旧
助
成
法
案
」

へ
の
対
応
は
、民
主
党
政
権
が
財
務
省
に
支
配
さ
れ
た
、国
民
不
在
の
政
権
で
あ
る
こ
と
を
、

如
実
に
示
す
も
の
で
あ
る
。 

  

な
お
、
八
月
の
三
党
合
意
に
基
づ
く
高
校
授
業
料
無
償
化
の
検
証
に
つ
い
て
も
、
民
主
党
に
は

全
く
着
手
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ら
は
公
党
間
の
信
義
誠
実
の
原
則
に
、
著
し
く

反
す
る
態
度
で
あ
り
、
民
主
党
は
直
ち
に
「
私
学
災
害
復
旧
助
成
法
案
」
の
成
立
に
向
け
た

協
議
を
再
開
し
、
法
案
を
早
期
成
立
さ
せ
、
必
要
な
予
算
を
措
置
す
べ
き
で
あ
る
。 

  

一
．
朝
鮮
学
校
無
償
化 

  

八
月
二
十
九
日
に
、菅 

前
総
理
が
、朝
鮮
学
校
の
無
償
化
手
続
き
の
再
開
を
指
示
し
て
か
ら
、

三
か
月
が
経
過
し
た
。
政
府
は
、
手
続
再
開
の
理
由
を
、
事
態
が
北
朝
鮮
に
よ
る
韓
国
砲
撃

以
前
の
状
況
に
戻
っ
た
と
総
合
的
に
判
断
で
き
る
か
ら
と
し
て
い
る
。 

  

し
か
し
、
延
坪
島
砲
撃
か
ら
一
年
た
っ
た
十
一
月
二
十
三
日
に
、
韓
国
軍
が
大
規
模
な
訓
練
を

実
施
し
た
こ
と
を
受
け
、
北
朝
鮮
が
二
十
四
日
に
「
北
朝
鮮
の
領
海
に
一
発
の
砲
弾
で
も

落
ち
れ
ば
、韓
国
大
統
領
官
邸
に
燃
え
広
が
る
こ
と
に
な
る
」
と
す
る
談
話
を
発
表
す
る
な
ど
、

政
府
の
判
断
に
は
、
根
拠
が
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。 

  

朝
鮮
学
校
に
つ
い
て
、
一
番
の
問
題
は
、
朝
鮮
総
連
の
不
当
な
支
配
と
、
反
日
的
な
思
想

教
育
で
あ
り
、
各
自
治
体
に
お
い
て
、
朝
鮮
学
校
に
対
す
る
補
助
金
の
見
直
し
や
留
保
が

行
わ
れ
て
い
る
。
自
治
体
か
ら
の
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
朝
鮮
総
連
が
流
用
し
て
い
る
疑
い
が

あ
る
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。 
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し
か
し
、
い
ま
だ
に
民
主
党
政
権
は
、
朝
鮮
総
連
と
朝
鮮
学
校
の
関
係
に
つ
い
て
、
所
管
庁
で

あ
る
都
道
府
県
知
事
か
ら
法
令
違
反
に
よ
る
行
政
処
分
な
ど
の
報
告
が
な
い
か
ら
、
不
当
な

支
配
と
は
言
え
ず
、
補
助
金
流
用
の
事
実
に
つ
い
て
も
、
地
方
公
共
団
体
が
確
認
す
べ
き
で

あ
る
と
し
て
、
文
部
科
学
省
自
ら
が
朝
鮮
学
校
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
に
積
極
的
に
取
り

組
む
姿
勢
を
示
し
て
お
ら
ず
、
極
め
て
無
責
任
で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
遠
か
ら
ず
朝
鮮

学
校
が
無
償
化
の
対
象
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
こ
れ
に
は
、
朝
鮮
学
校
を
無
償
化

す
る
こ
と
を
求
め
る
日
教
組
の
影
響
が
強
く
存
在
す
る
。 

  

国
民
に
も
反
対
意
見
が
多
く
、
民
主
党
内
に
さ
え
反
対
の
議
員
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
あ
え
て
朝
鮮
学
校
を
高
校
無
償
化
の
対
象
と
す
る
こ
と
は
、
わ
が
国
に
と
っ
て

取
り
返
し
の
つ
か
な
い
過
ち
と
な
る
。
朝
鮮
学
校
が
朝
鮮
総
連
と
の
関
係
を
断
ち
、
教
育
内
容
の

是
正
を
行
っ
て
、
純
粋
な
民
族
教
育
の
た
め
の
学
校
と
な
る
ま
で
は
、
無
償
化
の
対
象
と
す
る

べ
き
で
は
な
く
、
政
府
・
民
主
党
は
、
直
ち
に
朝
鮮
学
校
の
無
償
化
手
続
き
を
停
止
す
べ
き

で
あ
る
。 

  

一
．
沖
縄
県
八
重
山
地
区
に
お
け
る
公
民
教
科
書
採
択 

  

「
沖
縄
県
八
重
山
採
択
地
区
協
議
会
」
に
お
い
て
、
八
月
二
十
三
日
に
、
来
年
度
よ
り

使
用
さ
れ
る
中
学
校
の
公
民
の
教
科
書
に
つ
い
て
、
育
鵬
社
が
選
定
さ
れ
た
。
こ
の
選
定

手
続
き
に
つ
い
て
は
、「
義
務
教
育
諸
学
校
の
教
科
用
図
書
の
無
償
措
置
に
関
す
る
法
律
」
の

規
定
に
則
り
、
適
法
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
石
垣
市
と
与
那
国
町
は
選
定
結
果

通
り
に
育
鵬
社
を
採
択
し
た
が
、
竹
富
町
が
別
の
教
科
書
会
社
を
採
択
し
、
法
律
違
反
の

状
態
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
日
ま
で
続
く
混
乱
が
始
ま
っ
た
。 

  

文
部
科
学
省
が
行
う
べ
き
は
、
法
定
手
続
き
に
従
っ
た
教
科
書
採
択
制
度
を
守
る
た
め
に

指
導
力
を
発
揮
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
文
部
科
学
省
は
、
対
応
を
次
々
に
先
送
り
し
、

事
態
は
越
年
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
竹
富
町
に
独
自
採
択
を
認
め
る
代
わ
り
に
、

無
償
措
置
の
対
象
外
と
す
る
と
い
う
、
法
律
に
何
ら
の
根
拠
も
な
い
、
新
た
な
方
針
を
示
し
て

い
る
。
こ
れ
で
は
、
採
択
地
区
で
同
一
教
科
書
を
採
択
す
る
こ
と
に
は
な
ら
ず
、
竹
富
町
が

無
償
措
置
法
に
違
反
し
て
い
る
状
態
は
、何
ら
是
正
さ
れ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。つ
ま
り
、

竹
富
町
の
違
法
行
為
を
、
文
部
科
学
省
が
追
認
す
る
こ
と
に
な
る
。 



4 

 

  

以
上
の
よ
う
な
文
部
科
学
省
の
無
責
任
な
姿
勢
・
当
事
者
能
力
の
欠
如
が
、
今
回
の
混
乱
の

最
大
の
原
因
で
あ
る
。
沖
縄
県
教
委
と
竹
富
町
教
委
の
教
育
に
関
す
る
事
務
の
管
理
及
び
執
行
が

法
令
の
規
定
に
違
反
し
て
お
り
、来
年
度
か
ら
の
使
用
教
科
書
が
決
ま
ら
な
い
と
い
う
、
児
童
、

生
徒
等
の
教
育
を
受
け
る
機
会
が
妨
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
な
の
で
あ
る
か
ら
、

「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
」
第
四
十
九
条
に
基
づ
き
、
両
教
育

委
員
会
に
対
し
、
採
択
協
議
会
の
答
申
に
従
っ
て
教
科
書
を
採
択
す
る
よ
う
、
文
部
科
学
省
は
、

直
ち
に
是
正
要
求
を
行
い
、
法
律
に
定
め
ら
れ
た
国
の
権
限
と
責
任
に
お
い
て
、
強
い
指
導
力
を

も
っ
て
事
態
を
収
拾
す
べ
き
で
あ
る
。 

    

以
上
の
よ
う
な
重
要
課
題
に
つ
い
て
、わ
が
党
は
国
会
で
の
委
員
会
審
議
を
再
三
に
わ
た
り

求
め
た
が
、
民
主
党
は
直
近
の
二
回
の
臨
時
国
会
に
お
い
て
、
一
度
も
一
般
質
疑
を
行
う
こ
と

な
く
、
国
会
を
閉
会
さ
せ
た
。
こ
れ
は
議
会
制
民
主
主
義
の
軽
視
で
あ
る
と
と
も
に
、
民
主
党

政
権
が
議
論
に
耐
え
る
能
力
が
な
い
こ
と
を
、
自
ら
認
め
て
い
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。 

   

こ
の
よ
う
に
、
最
近
は
民
主
党
政
権
の
特
徴
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
、
法
定
手
続
き
や
信
義

誠
実
の
原
則
の
軽
視
、議
論
か
ら
逃
げ
る
姿
勢
が
、教
育
分
野
に
お
い
て
顕
著
に
表
れ
て
い
る
。

こ
の
ま
ま
で
は
、わ
が
国
の
教
育
政
策
に
重
大
な
危
機
を
も
た
ら
す
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

わ
が
党
は
民
主
党
政
権
の
不
誠
実
な
対
応
に
厳
し
く
抗
議
す
る
と
と
も
に
、
直
ち
に
各
項
目
の

最
後
に
掲
げ
た
要
求
に
対
応
す
る
よ
う
、
強
く
求
め
る
。 

  

平
成
二
十
三
年
十
二
月
九
日
（
金
） 
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